





1．は じ め に
　戦略的人的資源管理（以下 SHRM）は，Devanna，Fombrun & Tichy [1981] や Tichy，




にある（例えば，Tichy，Fombrun & Devanna [1982]，Baird & Meshoulam [1988]，Wright & 
















































































整合性を取るパターン 整合性を取るタイミング 変化を取る主体 変化への姿勢 変化の状態 複雑性





逐次対応型 変化を認識してから 担当者 事後的 一時的変化 対応範囲内
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ている（守島 [1996]，岩出 [2002]，Michie & Sheehan [2005]）。これらは，SHRM の特徴である
2 つの整合性の取り方も異なるため，この点の検討から始めることとしたい。










とるべきであるとの前提にたち，いくつかの HRM のパターンを示している（例えば，Miles & 





提となってモデル化されている（例えば，Lado & Wilson [1994]，Jackson & Schuler [1995]，




　また， 3 つのアプローチに共通して見られる傾向として，SHRM の役割が，経営戦略の遂行
に焦点が当てられていることも見逃せない。経営戦略との整合性の取り方は，戦略との双方向性
















  したがって，SHRM が，経営戦略との整合性を重視するのであれば，策定された経営戦略の遂
行だけではなく，多くの従業員が関係する経営戦略の策定をも対象にしていく必要がある。多く
　




















































































4 ）と多岐にわたると認識している企業（スコア 5 と 6 ）において，実際に製品技術が開発され
ている度合いについて平均値の差の検定を試みたところ，平均値の差は，－0. 567で， 5 ％水準
で有意であった。同様に，外部環境要因の変化の状態について，変化はあまりなく安定している
と回答した企業（スコア１から 4 ）と変化が激しく，不安定であると回答した企業（スコア 5 と
6 ）において，実際に製品技術が開発されている度合いについて平均値の差の検定を試みたとこ
ろ，平均値の差は，－0. 452で， 5 ％水準で有意であった。そして，従業員からの問題解決につ
いて，あまり提案していないと回答している企業（スコア１から 3 ）と積極的に提案していると
回答した企業（スコア 4 から 6 ）についても，実際に製品技術が開発されている度合いについて
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　　　少ない　 １ － 2 － 3 － 4 － 5 － 6 　多岐にわたる
変化はあまりなく安定している　　　　　変化が激しく不安定である
１ － 2 － 3 － 4 － 5 － 6
【従業員からの提案】
　社員は，問題解決にあたり柔軟な発想や革新的なアイデアを積極的に提案していますか。
あまり提案してない　 １ － 2 － 3 － 4 － 5 － 6 　積極的に提案している
【開発された製品技術】
　過去 3 年間に，従来とは一線を画した製品技術の開発がどの程度なされましたか。
ほとんど開発されなかった　 １ － 2 － 3 － 4 － 5 － 6 　数多く開発された
